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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社は、平成26年2月上旬に、当社に対する税務調査の過程において、東京国税局の指摘により、社員の一部が不適

切な外注費の処理を行っていた可能性がある旨の指摘があり、これを受けて社内調査を進めたところ、水増し仕入発注

等の不正取引の事実を把握するに至りました。

　平成26年2月17日、調査の客観性及び信頼性を高めるため、当社と利害関係を有しない外部の専門家を過半数含む

「調査委員会」を設置し、調査を進めてまいりました。平成26年3月13日に調査委員会の報告を受け、連結財務諸表の

修正等、必要と認められる訂正を行うことといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成24年８月10日に提出いたしました第58期第１四半期（自　平成24年４月１日　

至　平成24年６月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので併せて修正後のXBRL

形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

(4）生産、受注及び販売の実績

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

追加情報

注記事項

（四半期連結貸借対照表関係）

（セグメント情報等）

セグメント情報

（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第１四半期連結
累計期間

第58期
第１四半期連結
累計期間

第57期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 9,974 13,318 60,203

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△473 48 1,443

当期純利益又は四半期純損失（△）

(百万円）
△313 △4 530

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△272 △25 579

純資産額（百万円） 11,463 12,082 12,298

総資産額（百万円） 36,723 42,772 44,829

１株当たり当期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）

（円）

△23.05 △0.34 39.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 31.0 28.0 27.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第57期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第57期第１四半期連結累計期間及び第58期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)　業績の状況　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復旧・復興需要やエコカー補助金などの

政策効果により、穏やかな回復基調が見えております。しかしながら、夏場へ向けての電力不足、円高の長期化や

欧州の金融問題の世界経済への影響など不透明感が拭えない状況となっております。

建設業界におきましても、省エネ・節電に関した設備投資以外では、民間の国内新規投資は抑制状況にあり、ま

た、公共工事も依然低調でありました。

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の経営成績は以下のとおりとなりました。

売上高は13,318百万円(前年同期比33.5％増)となりました。利益面につきましては、営業損失が０百万円(前年同

期損失額480百万円)となり、経常利益は48百万円(前年同期損失額473百万円)となりました。また、四半期純損失は

4百万円(前年同期損失額313百万円)となりました。なお、当社グループは売上高が第４四半期に集中する傾向があ

り、業績には季節的変動があります。

　主な事業別業績は次のとおりであります。

〔商品販売事業〕

商品販売事業におきましては、空調機器、制御機器、省エネ機器を中心とした設備機器の販売を行っておりま

す。売上高は10,266百万円(前年同期比25.0％増)、売上総利益は1,688百万円(前年同期比23.2％増)となりました。

〔工事事業〕

工事事業におきましては、主に計装工事の設計・施工および空調その他機器のメンテナンス・アフターサービス

を行っております。価格競争が続く中で大型工事が完工したことにより、売上高は2,965百万円(前年同期比82.6％

増)、売上総利益は727百万円(前年同期比76.6％増)となりました。

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)　研究開発活動

　該当事項はありません。 
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(4)　生産、受注及び販売の実績

　当第１四半期連結累計期間において、工事事業、飲食事業の生産実績及び販売実績が著しく変動いたしました。

　

①生産実績

　当第１四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（百万円） 前年同四半期比（％）

工事事業 3,317 143.8

飲食事業 23 53.0

合計 3,341 142.1

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②販売実績

　当第１四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 売上高(百万円） 前年同四半期比（％）

工事事業 2,965 182.6

飲食事業 68 59.4

合計 3,034 174.4

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

東テク株式会社(E02769)

訂正四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類               発行可能株式総数（株）

                普通株式 46,308,000

計 46,308,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

  普通株式 13,988,000 13,988,000

　 大阪証券取引所

　 ＪＡＳＤＡＱ市場

　 （スタンダード）　

　単元株式数

　100株

計 13,988,000 13,988,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日　
－ 13,988,000 － 1,857 － 1,829

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　①【発行済株式】                                                                

 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　473,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,514,200     135,142 －

単元未満株式 普通株式　  　  500 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 　　　　  13,988,000 － －

総株主の議決権 －     135,142 －

 

　②【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

東テク株式会社

東京都中央区日本

橋本町四丁目８番

14号

473,300 － 473,300 3.38

計 － 473,300 － 473,300 3.38

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の4の7第4項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 5,249 5,027

　 　 受取手形及び売掛金 ※2　　20,347 ※2　　16,530

　 　 有価証券 31 29

　 　 たな卸資産 2,318 3,441

　 　 繰延税金資産 498 472

　 　 未収入金 4,938 5,751

　 　 その他 99 126

　 　 貸倒引当金 △19 △18

　 　 流動資産合計 33,463 31,361

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 2,968 2,970

　 　 　 土地 3,718 3,718

　 　 　 その他 596 648

　 　 　 減価償却累計額 △2,024 △2,063

　 　 　 有形固定資産合計 5,258 5,273

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 のれん 158 138

　 　 　 その他 173 194

　 　 　 無形固定資産合計 331 332

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 2,862 2,841

　 　 　 繰延税金資産 552 570

　 　 　 その他 ※3　　2,467 ※3　　2,501

　 　 　 貸倒引当金 ※3　　△106 ※3　　△107

　 　 　 投資その他の資産合計 5,775 5,805

　 　 固定資産合計 11,366 11,411

　 資産合計 44,829 42,772
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（単位：百万円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 ※2　　15,086 ※2　　13,067

　 　 短期借入金 6,402 7,711

　 　 １年内償還予定の社債 1,589 1,589

　 　 未払法人税等 950 366

　 　 未成工事受入金 335 454

　 　 賞与引当金 785 309

　 　 役員賞与引当金 14 1

　 　 その他 1,019 1,465

　 　 流動負債合計 26,184 24,965

　 固定負債 　 　

　 　 社債 490 430

　 　 長期借入金 3,715 3,096

　 　 退職給付引当金 1,411 1,427

　 　 役員退職慰労引当金 487 500

　 　 その他 241 270

　 　 固定負債合計 6,345 5,724

　 負債合計 32,530 30,690

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 1,857 1,857

　 　 資本剰余金 1,829 1,829

　 　 利益剰余金 8,719 8,539

　 　 自己株式 △166 △181

　 　 株主資本合計 12,239 12,043

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 △35 △55

　 　 その他の包括利益累計額合計 △35 △55

　 少数株主持分 94 94

　 純資産合計 12,298 12,082

負債純資産合計 44,829 42,772
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

売上高 9,974 13,318

売上原価 8,113 10,854

売上総利益 1,860 2,463

販売費及び一般管理費 2,341 2,464

営業損失（△） △480 △0

営業外収益 　 　

　 受取利息 3 0

　 受取配当金 23 26

　 仕入割引 72 95

　 雑収入 20 25

　 営業外収益合計 120 147

営業外費用 　 　

　 支払利息 42 43

　 手形売却損 6 9

　 デリバティブ評価損 18 1

　 不正関連損失 25 27

　 雑損失 19 16

　 営業外費用合計 113 99

経常利益又は経常損失（△） △473 48

特別損失 　 　

　 会員権評価損 － 5

　 特別損失合計 － 5

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純

損失（△）
△473 42

法人税、住民税及び事業税 33 27

法人税等調整額 △196 19

法人税等合計 △163 47

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △310 △5

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2 △0

四半期純損失（△） △313 △4

　

EDINET提出書類

東テク株式会社(E02769)

訂正四半期報告書

11/18



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △310 △5

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 38 △20

　 その他の包括利益合計 38 △20

四半期包括利益 △272 △25

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 △275 △24

　 少数株主に係る四半期包括利益 2 △0
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる影響は軽微であります。　

　

【追加情報】

 

（不正取引及び不適切な会計処理について）

　当社において、不正行為の疑いが生じたことから、当社と利害関係を有しない外部の専門家を含む「調査委員

会」を設置し調査を進めてまいりました。

　その結果、過去に行われた取引の一部に関して不正行為及び不適切な会計処理が行われておりました。

　

（訂正報告書の提出について）　

「四半期報告書の訂正報告書の提出理由」に記載のとおり、当社の不適切な会計処理について、当社は金融商品

取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき過去に提出いたしました四半期報告書に記載されている四半期連結

財務諸表に含まれる不適切な会計処理を訂正し、四半期報告書の訂正報告書を提出することを決定しました。

　

EDINET提出書類

東テク株式会社(E02769)

訂正四半期報告書

13/18



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形割引高 2,085百万円 2,185百万円

受取手形裏書譲渡高 243 267

債権流動化 196 －

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 53百万円 56百万円

支払手形 500 771

　

※３．不正行為に関連して発生したものが以下のとおり含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成24年６月30日）

投資その他の資産 　 　

　その他 　 　

　　長期未収入金 7百万円 8百万円

　貸倒引当金 △7百万円 △8百万円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）

  当社グループの営業形態として売上が第４四半期に集中する傾向があるため、第１四半期連結累計期間の売上高

は相対的に少なくなる傾向にあります。しかし、人件費等の固定費は四半期ごとに変動する性質ではないため、結

果として、第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、四半期純利益は少なくなる傾向にあります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日）

減価償却費 57百万円 58百万円

のれんの償却額 19 19
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　　 配当金支払額

（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 176 13 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　　　 配当金支払額

（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 175 13 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
その他の事業

(百万円)

(注)１　

合計

(百万円)　

調整額

(百万円）　

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(百万円）　

(注)３　

商品販売事業

(百万円)　

工事事業

(百万円)　
飲食事業

(百万円)　
計

(百万円)　

売上高         

外部顧客に対する

売上高
8,210 1,624 115 9,950 24 9,974 － 9,974

セグメント間の内部

売上高又は振替高
75 0 － 76 － 76 (76) －

計 8,286 1,625 115 10,026 24 10,051 (76) 9,974

セグメント利益 1,370 411 71 1,854 10 1,864 (3) 1,860

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教育

　　　　　サービスを行っております。

　　　２．セグメント利益の調整額△３百万円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
その他の事業

(百万円)

(注)１　

合計

(百万円)　

調整額

(百万円）　

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(百万円）　

(注)３　

商品販売事業

(百万円)　

工事事業

(百万円)　
飲食事業

(百万円)　
計

(百万円)　

売上高         

外部顧客に対する

売上高
10,266 2,965 68 13,300 18 13,318 － 13,318

セグメント間の内部

売上高又は振替高
185 8 － 194 － 194 (194) －

計 10,451 2,974 68 13,494 18 13,513 (194) 13,318

セグメント利益 1,688 727 44 2,459 6 2,466 (2) 2,463

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教育

　　　　　サービスを行っております。

　　　２．セグメント利益の調整額△２百万円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△） △23円05銭 △0円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額(△）（百万円） △313 △4

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△)（百万

円）
△313 △4

普通株式の期中平均株式数（株） 13,575,892 13,501,159

（注）　１. 前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年３月14日

東テク株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪中　修　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唯根　欣三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東テク株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る訂正後の四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東テク株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

強調事項

　追加情報に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、当監査法人は、訂正前の四半

期連結財務諸表に対して平成24年８月10日に四半期レビュー報告書を提出した。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）1.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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